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平成２０年２月１３日
各　支　部　長　様
社団法人　長崎県建設業協会　　　　
会　　長　谷村隆三　　　　
定期健康診断等の項目の改正の周知について

　かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

　事業者が労働者の健康状態を的確に把握し、その結果に基づき、医学的知見を踏まえて労働者の健康管理を適切に講じることが不可欠であることから、労働安全衛生法第６６条の規定に基づき、事業者は、労働者に対し、医師による健康診断を行わなければならないとされているところであります。

　今般、労働安全衛生規則の一部を改正する省令により、作業関連疾患となり得る脳・心臓疾患のリスクをより把握できる腹囲を加える等、労働安全衛生法に基づく定期健康診断等の項目を改正し、平成２０年４月１日から施行されることとなりました。
　つきましては、改正の内容等について厚生労働省におきまして「定期健康診断等の項目の改正について」のリーフレットが作成され、全建を通じ同省労働基準局安全衛生部労働衛生課長より別添のとおり周知依頼がまいっておりますので、貴支部会員へご周知方よろしくお願い申し上げます。
　なお、別添リーフレットにつきましては、２月中旬に厚生労働省ホームページにも掲載される予定となっておりますことを申し添えます。

☆　厚生労働省ホームページ　　　　http://www.mhlw.go.jp/
